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平
素
よ
り
格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
さ
て
、
わ
が
国
経
済
は
、
こ
れ
ま
で
の
果
敢
な
経
済
政
策
が
奏
功
し
、
企
業
収
益
や
雇
用
・
所
得
環
境
が
改
善
し
、
緩
や

か
に
回
復
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
こ
の
流
れ
が
続
く
よ
う
、
来
年
十
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
対
応
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

政
策
を
総
動
員
し
て
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

特
に
、
少
子
高
齢
化
を
克
服
し
、
経
済
の
好
循
環
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
社
会
全
体
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
波
及

効
果
の
大
き
な
政
策
を
計
画
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
働
き
方
改
革
を
推
進
し
て
、
成
長
力
を
高
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
切
迫
す
る
巨
大
地
震
や
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
頻
発
・
激
甚
化
が
懸
念
さ
れ
る
気
象
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
防
災
・
減
災
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
と
、
地
方
創
生
の
推
進
に
よ
り
、
個

性
と
活
力
が
あ
り
、
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
生
産
性
向
上
に
直
結
す
る
経
済
基
盤
の
強
化
や
国
民
の
安
全
・
安
心
に
寄
与
す

る
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
高
い
社
会
資
本
を
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
戦
略
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
公
共
事

業
費
の
思
い
切
っ
た
増
額
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 



一
方
、
社
会
資
本
整
備
を
担
う
建
設
業
界
に
お
い
て
は
、
建
設
技
能
者
の
高
齢
化
が
著
し
く
、「
担
い
手
の
世
代
交
代
」
と

「
生
産
性
向
上
に
よ
る
省
人
化
」
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
日
建
連
で
は
、
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
建
設
現
場
の
長

時
間
労
働
の
是
正
、
特
に
週
休
二
日
の
実
現
や
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
促
進
な
ど
、
建
設
業
の
働
き
方

改
革
に
関
す
る
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
技
術
の
導
入
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
三
次
元
デ
ー
タ
の
利
活
用
な
ど
、i-

C
o
n

stru
ctio

n

の
施
策
に
呼
応
し
た
生
産
性
向
上
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
九
月
に
は
、
技
能
者
の
賃
金

を
全
産
業
労
働
者
平
均
に
向
か
っ
て
持
続
的
に
引
き
上
げ
る
た
め
、
下
請
へ
の
見
積
り
依
頼
の
際
に
労
務
費
を
内
訳
記
載
し

て
も
ら
い
、
そ
れ
を
元
請
と
し
て
し
っ
か
り
尊
重
す
る
と
い
う
、「
労
務
費
見
積
り
尊
重
宣
言
」
を
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
う
し
た
取
組
み
に
各
企
業
が
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
ま
た
、
若
者
に
希
望
と
誇
り
を
持
っ
て
建
設
業
に
入
職
し
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
明
る
い
見
通
し
を
持
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
持
続
的
な
公
共
事
業
費
の
増
額
は
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
の
認
識
に
立
ち
、
次
の
点
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

特
段
の
ご
理
解
と
ご
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



記 
一
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、
西
日
本
豪
雨
な
ど
多
く
の
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
切

迫
す
る
巨
大
地
震
や
頻
発
・
激
甚
化
が
懸
念
さ
れ
る
気
象
災
害
な
ど
を
踏
ま
え
、「
防
災
・
減
災
と
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
緊

急
対
策
」
を
実
施
す
る
た
め
に
、
大
型
の
補
正
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
。 

二
、
中
・
長
期
的
視
点
に
立
ち
国
土
強
靭
化
を
さ
ら
に
確
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
社
会
全
体
の
生
産
性
向
上
に
よ
り
力

強
い
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
重
視
し
た
社
会
資
本
の
戦
略
的
な
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
景
気

対
策
に
も
有
効
な
こ
と
か
ら
、
平
成
三
十
一
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
公
共
事
業
費
を
大
幅
に
増
額
す
る
こ
と
。 

特
に
国
土
強
靭
化
対
策
は
そ
の
緊
急
性
に
鑑
み
、
確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
別
枠
計
上
す
る
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

三
、
建
設
業
界
で
は
、
働
き
方
改
革
と
担
い
手
確
保
の
た
め
、
建
設
現
場
に
お
け
る
週
休
二
日
の
実
現
に
一
丸
と
な
っ
て
取

組
ん
で
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
新
技
術
導
入
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
三
次
元
デ
ー
タ
の
利
活
用
な
ど
、 i-C

o
n

stru
ctio

n

の
推
進
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
が
急
務
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
資
す
る
技
術
開
発
投
資
な
ど
へ
重
点
配
分
す
る
こ
と
。 

以
上 
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